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１．論旨

論点：リニア新時代の交通広場のあり方とは？

これまでの検討案

交通アクセスの方面
による南北機能分担
（交通機能論主体）

今回の検討テーマ

利用者目線や
新時代の利用法を見据えた
交通広場のあり方とは？

検討の視点

視点１ まちづくり基本方針
視点２ 駅南北の地域特性
視点３ 利用者の行動特性
視点４ 将来のモビリティの在り方

• これまで検討されてきた交通広場は、主に交通アクセスの方面によって南北機能分担なされている。
• 一方、昨年、駅南側エリアのまちづくりの方針が示され、駅前での交流・滞在など利用者の行動やニーズや、

次世代モビリティのあり方等を想定する中で、南側交通広場においては「新たな考え方」に基づく機能が考え
られる。
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【参考】山梨県検討における南北交通広場の考え方
出典：リニア駅前エリア整備検討会議資料

１．論旨



3（出典：第3回リニア駅前エリア整備検討会議（山梨県））

【参考】山梨県検討における南北交通広場の考え方

１．論旨



4（出典：第3回リニア駅前エリア整備検討会議（山梨県））

【参考】山梨県検討における南北交通広場の考え方

１．論旨
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２．南側交通広場のあり方を考える上での視点

・ まちづくり基本方針（方針１：新しいまちづくりの社会実装の舞台にします）に基づき、これまでの発想に基づ
く交通広場ではなく、“新時代”の交通広場の在り方を検討する。

視点１：まちづくりの基本方針



都市的土地利用の
実施

甲府市街地等
への連携

富士山方面
への期待感

アイメッセ、
工業団地がすぐ

・ 駅北側は、広域交通である高速道路にダイレクトに接続。また、広大なP＆R駐車場が計画されているなど、交
通の利便性が特に高い。このほか、八ヶ岳方面の雄大な風景が望める。

・ 駅南側は、民間活用地を含め都市的土地利用を想定。また、アイメッセや工業団地とも近接するなど、新しいま
ち、既存のまちとつながりの場という地域特性がある。このほか、富士山方面への期待感を感じる。
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２．南側交通広場のあり方を考える上での視点

視点２：駅南北の地域特性

駅
北
側
の
特
徴

中央自動車道と直結 広大な駐車場 八ヶ岳方面の雄大な風景

リニア山梨県駅 １,２Fに連絡通路

画像出典：日本コンクリート株式会社公式HP

駅
南
側
の
特
徴



・ リニア駅の利用者の行動特性は、大きく下記のように二分して考えられる。
①移動時間の短縮（時間価値）を大切にする行動 （通勤通学、出張先への移動 etc…）
②待ち時間や移動時間も含めて楽しむ行動 （観光、出張帰り etc…）

・特に上記の行動特性に応じた、一般道経由の二次交通の処理方法について検討を深める必要がある。

視点３：利用者の行動特性
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２．南側交通広場のあり方を考える上での視点

都市的土地利用

アイメッセ、工業団地、既成市街地

中央自動車道
スマートIC

P&R駐車場

北側交通広場

南側交通広場

品川
羽田空港

名古屋
大阪

二次交通に乗り換え、
高速道路で遠方の
目的地まで移動

通勤・通学で
日常的に乗り換え利用

パーソナルモビリティで
快適に駅周辺を回遊 周辺の

観光地や
業務地

二次交通に乗り換え、
一般道で周辺の観光地や業務

地まで移動

リニア山梨県駅 １,２Fに連絡通路

【駅利用者の
行動イメージ】

既成市街地

既成市街地からの
日常的な利用



・ 路線バス、タクシー等は自動化が進む。
・ レンタカーや観光タクシー（ツアー）、小型モビリティなど、予約やデマンドで運行するモビリティは、より

パーソナルに、かつ多様化するとともに、日々の需要に応じてモビリティ自体も柔軟に変わることも考えられる。

視点４：将来のモビリティの在り方

8
出典：令和２年度都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会（国土交通省）

２．南側交通広場のあり方を考える上での視点
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３．南側交通広場のコンセプト（案）

・ 以上の視点を踏まえ、南側交通広場は下記をコンセプトに位置付ける（北側は従来の考え方の踏襲し、再定義）
【北側交通広場】 SICやP&Rと連結した利便性の高い交通結節点
【南側交通広場】駅南側のまちと連結した新たな山梨の“ゲート”

広域交通の速達性を損なわず、
二次交通へのスムーズな接続を

実現する交通広場

SICやP&Rと連結した
利便性の高い交通結節点

駅南側のまちと連結した
新たな山梨への“ゲート”

景観を楽しみつつまちへ繰り出し、
山梨で過ごす時間への

期待を高めるような交通広場

都市的土地利用

スマート
SIC

P&R駐車場

八ヶ岳、
南アルプス
への眺望

富士山
への眺望

アイメッセ、
工業団地、既成市街地

リニア山梨県駅

南側交通広場

北側交通広場

南北の連携
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４．南北交通広場のイメージ

（１）機能向上に向けたポイント整理

（１）
“広域交通への速達性
を損なわず二次交通へ
のスムーズな接続”の

実現に向けて

（２）
“新たな山梨のゲート”の

実現に向けて

交通渋滞の発生懸念
リニア発着に合わせて送迎目的の交通量が集中する傾向があるため、渋滞
の発生を可能な限り抑える施設設計が必要である。

乗降場の分散
一般車やタクシー、観光バスの乗降場が南北の広場に分散しているため、
特に利用頻度が低い「来街者」は、どちらの交通広場を使うべきか迷う可
能性がある。

リダンダンシーの確保
事故や工事などで北側交通広場へのIN動線が通行止になった際の代替動線
の在り方について検討する必要がある。

次世代モビリティへの
対応

リニア開業時期を見据えて、南北ともに対応スペースを本格的に検討する
必要がある。

レンタカー対応
駅からの二次交通手段として「レンタカー」の需要は大きいと考えられる
ため、その受付場所や乗降場所を本格的に検討する必要がある。

（３）
南北の連携
に向けて

北側交通広場への
“南側のまち”の顔出し

南北連携の一環として、南側エリアで創出するまちの賑わいなどが北側で
も感じられるような連携が考えられないか。
また、将来のスマートICの一時退出に関する規制緩和に向けて、P&R駐車
場に面した場所に休憩施設等の設置もあわせて検討できないか。

高速道路への
直結ルート確保

リニア駅の“スマートIC直結”という恩恵を駅南側エリアにおいても受けら
れるような自動車動線を検討できないか。

既成市街地との連携
特にリニア駅と駅北側の既成市街地とを結ぶ歩行者動線等のあり方を明確
にする必要がある。

コンセプトに基づく南北交通広場の今後の検討テーマ（案）

本資料は、今後県市で交通広場の検討を進めるにあたり意見を聴取するためのたたき案であり、整備をお約束するものではありません。今後詳細検討を要します。
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４．南北交通広場のイメージ

（１）機能向上に向けたポイント整理

・ 広域交通の速達性を確保しつつ、路線バス、タクシー、自家用車K&Rなどの二次交通へのスムーズな接続を実
現するため、北側は乗降者にとって待ち時間の少ないモビリティの機能

・ 南側は、新しいまちと一体となり時間と空間を満喫できるよう、配車型のレンタカー・観光ツアー車両、次世
代モビリティなど、時間と空間を楽しむ用途のモビリティの機能が中心

P＆R駐車場

観光バス乗降場

短時間駐車場

一般車乗降場

障がい者乗降場

タクシー駐車場

タクシー降車場

タクシー乗車場

バス待機場

高速バス乗降場

路線バス乗降場

ｼｬﾄﾙバス乗降場

配車型ﾚﾝﾀｶｰ乗降場

次世代ﾓﾋﾞﾘﾃｨ乗降場

タクシー乗車場(予約型)

一般交通 公共交通

リニア駅

エリア内の施設駐車場を兼ねた 短時間駐車場

従来案 検討イメージ

南側に配置を検討して
いた機能の北側への集
約可能性について、今
後、整備を担う県と調
整を行います。

これまでの機能 新たに検討する機能

要
検
討
：
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
発
着
場

本資料は、今後県市で交通広場の検討を進めるにあたり意見を聴取するためのたたき案であり、整備をお約束するものではありません。今後詳細検討を要します。
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（２）交通広場の移り変わり【参考】

４．南北交通広場のイメージ

歩行者空間の拡大

車から人への空間移譲、近年の
ウォーカブル志向により、これま
で交通広場空間を占有していた自
動車のスペースを極力小さくして、
人のための空間確保をする交通広
場が全国各地で実現している。
先進的な交通広場では、公共空間
内でのイベント実施など、ソフト
施策も取り入れ、賑わい形成に寄
与する取り組みも行われている。

立体的な歩車分離

橋上駅舎の場合、改札口と連携し
た自由通路がデッキレベルに設置
されるため、このデッキレベルを
延伸させて歩車分離を立体的に行
う場合がある。
更にデッキネットワークを広域に
展開し、ペデストリアンウェイを
都市スケールに展開している事例
もある。

シェルターの設置

夏の暑い日差しや降雨時の歩行者
環境を保護するため、シェルター
を設置して、鉄道から公共交通の
乗り換え動線の快適性を向上する
取り組みがされている。
この屋根のネットワークを駅周辺
街区にも展開することによって、
街全体としての不動産価値向上に
資する取り組みが行われる場合も
ある。

１ ２ ３

従来の交通広場計画のトレンド
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（２）交通広場の移り変わり【参考】

４．南北交通広場のイメージ

近年の新しい交通広場計画のトレンド

乗換え空間の屋内化

シェルターによって、風雨を避け
て公共交通への乗り換えを行う場
合にも、強風時には雨に濡れるこ
とを避けることが困難である。
空調による快適環境の中で、乗換
え空間自体を屋内化するバスター
ミナル（バスタ等）の事例もあり、
道路空間内外の建築物内での乗り
換え環境の更なる充実を行う取組
みが各地で実現しつつある。

待ちスペースの充実

定時制の路線バスや観光バスにつ
いては、より充実した乗換え空間
を提供して、サービス水準を上げ
る取組みが考えられる。
飲食機能・情報提供機能・コン
シェルジュ機能・外国人対応施設
等、待ちスペースへの付帯施設も
合わせて充実させ、交通広場の更
なる高機能化の検討が必要である。

プール機能と乗り場の分離

歩行者の移動をなるべく小さくす
るためには、自動車の待機スペー
スに人が移動するのではなく、人
の待機スペースに自動車が寄せて
くるオペレーションが必要となる。
このため、プール機能と乗り場機
能は分離した配置が必要となる。
交通広場のレイアウトは従来型か
ら大きく変更した対応が必要とな
る。

４ ５ ６
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（２）交通広場の移り変わり【参考】

４．南北交通広場のイメージ

リニア時代の交通広場計画のトレンド

改札からの距離／案内・誘
導サイン／ バリアフリー

基本
性能

利便性
強化

快適性
強化

社会的成熟
（時代）

品質
性能

歩行者優先／ シェルター／
トイレ等付帯施設
／キオスク／ 案内情報施設

快適に待つスペース／
軽飲食可能／ 空調空間／
全体デザインコントロール

交通空間内に
必要となる機能・性能

先進性
先取

ニューモビリティへの対応
／ 歩車融合未来空間
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（２）交通広場の移り変わり【参考】

４．南北交通広場のイメージ

リニア時代の交通広場計画のトレンド

ニューモビリティとの融合

テクノロジーの進化によって、モ
ビリティの安全性が高まると、人
とモビリティとの融合空間を形成
することができる。
周辺施設の賑わいと一体となった
環境空間を中心とした提案は、各
所で行われているが、実現してい
る場所はない。リニア時代の交通
広場のあり方として、その実現可
能性について検討していく

７

出典：令和２年度都市交通における自動運転技術の活用方策に関する検討会（国土交通省）
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（３）南側交通広場のイメージ

４．南北交通広場のイメージ

観光系モビリティ
＋次世代モビリティの乗換空間

高質な待合空間とモビリティ乗換拠点の一体化のイメージ
（例：川崎キングススカイフロント東急REIホテル）

建築と一体となった交通広場のイメージ（例：バスターミナル東京八重洲）

インフォメーションとチケット売り場 バスバースと乗降場は物理的に分離

タクシー乗車待ちの混雑
（例：東京駅八重洲口交通広場）

タクシーバースにはタクシーの予約車両は進入できない

正月３が日の様子。特に外国人観光客が列をなしている

集約されたレンタカー窓口
のイメージ
（例：羽田空港）

（画像出典：羽田空港HP）


